








避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がい
のある方、乳幼児等）とその支援者は避難をし
ましょう。
その他の人は、避難の
準備を整えましょう。

※必ずこの順番で発令されるとは限らないので注意してください。
※これらの情報が発令されていなくても、身の危険を感じる場合は避難を始めてください。
※感染症のリスクを避けるためにも、親戚や知人の家など、避難所以外の場所への避難も検討してください。



自宅や近くの丈夫な建物の上階へ避難する在宅避
難や垂直避難も有効な避難行動の1つです。

浸水の深さ（目安）

避難所に行くことだけが避難ではありません。見ず知らずの人々と避難所で共同生活を送ることは
心身ともに負担を伴います。また、自宅で安全が確保できるのであれば、住み慣れた自宅にとどまる
在宅避難・垂直避難は有効な避難行動の1つです。

自宅から外に避難する場合、風雨が強まった夜間等に道路が冠水していると足元が見えず大変危険
です。浸水時に歩ける水深は膝くらいの高さまでです。（目安：男性70cm、女性50cm、子供20cm）
風雨が強まる前の明るいうちに避難することを心がけましょう。

全ての避難所が同時に開設されるわけではありません。避難を開始する前に、まずは今どこの避難
所が開設されているかをテレビや市ホームページ、防災アプリなどで確認しましょう。
次に、開設されている避難所までの避難経路の確認、気象情報や河川水位等の情報を集めましょう。

色が塗られていなくても、周りと比べて低
い土地にお住いの方は、避難情報を参考に
必要に応じて水平避難または広域避難。

自分自身や一緒に避難する人の中に
高齢者や障がい者、乳幼児など避難
に時間がかかる人がいる。

安全な親戚や知人宅な
どへ避難（広域避難）
日頃から相談しておき
ましょう。

安全な親戚や知人宅な
どへ避難（広域避難）
日頃から相談しておき
ましょう。

近隣のできるだけ高い建物へ避難
（垂直避難）
または

避難所・避難場所へ避難
（水平避難）

安全な場所に住んでいて
身を寄せられる親戚や知人がいる。

夜間に大雨が予測される際には、暗くなる前に避難しましょう。

安全な場所に住んでいて
身を寄せられる親戚や知人がいる。



●川の水位や道路の通行止め情報を
インターネット等で確認する
●避難しやすい服装に着替える

●携帯電話、モバイルバッテリー等の
充電

マイ・タイムラインとは、住民一人ひとりのタイムライン（防災行動計画）です。台風等の
接近や大雨に備えて、いつどのように行動するべきか考えてみましょう。

大雨警報

●防災無線や携帯メール等で高齢者
等避難情報を受信する

●防災無線や携帯メール等で避難指
示を受信する

直ちに
“安全を確保”

利根川の場合みなさんがとるべき行動 （　　　　）川の場合

●浸水のおそれがある場合は、避難
を始める



洪水発生時は足元
が見えなくなり、側
溝やはずれたマンホ
ールなど、危険な場
所が隠れています。
長い棒を杖代わりに
するなど、安全を確
認しながら避難しま
しょう。

避難する時はできる
だけ1人での行動は
避けましょう。
また、ご近所の子供
や高齢者、体の不自
由な方などの避難に
協力しましょう。

避難するときは動き
やすい服装にしまし
ょう。
サンダルや長靴は避
難に適さないので運
動靴を履きましょう。

河川や水路の様子を
見に行くなどの行動
は危険ですのでやめ
ましょう。

止水板や土のうがない場合は、ごみ袋を2重にして中に半分
程度水を入れ、袋の口をしばると簡易水のうができます。
ダンボール等に入れると持ち運びに便利で設置も簡単です。

家のものが風で飛ばされたり、窓
ガラスが割れないように片付けま
しょう。

玄関や出入口からの浸水防止

水のうを利用して排水口からの浸水を防ぎましょう

浸水の危険がある場合には、大切
な家財道具は2階や高い安全な場所
に移動しましょう。


